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充電式電池を市内 476 カ所の 
公共資源ステーションなどで回収します︕ 

 
⼤府市は、これまで市役所環境課の窓⼝ 1 カ所で回収していたリチウムイオン電池などの

充電式電池（以下「充電式電池」という。）の収集⽅法を⼤幅に拡充し、本年 4 ⽉から市⺠
に⾝近な公共資源ステーションおよび地域の資源ステーションの計476カ所で回収します。 

この取り組みは、全国各地で、充電式電池が可燃ごみや不燃ごみに混⼊し、ごみ収集⾞や
廃棄物処理施設で⽕災が相次いでいる状況を踏まえ、市⺠の利便性の向上と廃棄物処理に従
事する作業員の安全確保を⽬的に実施するものです。 

今後は、この取り組みを通じて、市⺠の皆様が資源を排出しやすい環境づくりを進めると
ともに、⽕災事故の防⽌に向けて、正しい分別⽅法の啓発を強化します。 

 
■充電式電池の回収⽅法の新旧対照表 

 旧  新（2026 年 4 ⽉から） 

回収 
場所 

・市役所 
環境課 
（1 カ所） 

⇒ 

・公共資源ステーション（8 カ所） 
市が公共施設・スーパーなどに設置する。市⺠であれば誰でも利⽤可 

・地域の資源ステーション（468 カ所） 
⾃治会などの単位で運営する資源ステーション 

回収 
品⽬ 

・充電式 
電池全般 

⇒ 

①リチウムイオン電池 
               【使⽤製品】 

スマートフォン・ノートパソコン・ 
モバイルバッテリー・デジタルカメ
ラ・コードレスやロボット掃除機・ 
電動⼯具・電動アシスト⾃転⾞など 

 
②ニッケル⽔素電池       

【使⽤製品】 
リモコン・懐中電灯・電動⻭ブラ
シ・デジタルカメラなどの乾電池の
代替・電気シェーバー・電動⼯具・
電動アシスト⾃転⾞など 

 
③⼿のひらサイズで電池が取り外せない⼩型家電 
【使⽤製品】 

ハンディファン・ワイヤレスイヤホン・加熱式及び電⼦式 タバコなど 
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 旧  新（2026 年 4 ⽉から） 

排出 
⽅法 

・絶縁処理
をして、捨
てる 

⇒ 

・絶縁処理（テープで⾦属部分を覆う）後、 
透明な袋に⼊れて捨てる。 

 
回収後の処理⽅法／東部知多クリーンセンターへ持ち込み、委託業者で処理を⾏う。 
予算等／各資源ステーションからの収集運搬費 110 万円（税込） 

 
【問い合わせ先】 

⼤府市環境課 担当︓⽥本 悠也（タモト ユウヤ） 
電話︓0562-45-6223 FAX︓0562-47-9996  メール︓kankyo@city.obu.lg.jp 


